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研究成果の概要（和文）： 
チンパンジーが自身を取り巻く社会環境をどのように認識しているのかを明らかにするた
め、下記の成果を挙げた。研究 1：当施設で飼育されているチンパンジー(弱齢群：約１１
歳、高齢群：約３０歳)をもちい、視覚的経験が顔知覚に与える影響をあきらかにした。研
究 2：アカゲザルを対象に彼らが視聴覚情報を統合した他個体認識をおこなっており、聴
覚情報を知覚した際に視覚情報を想起していることをあきらかにした。研究 3：チンパン
ジーが他個体を認識する際にその順位表象を含めたものであるだけではなく、さらには、
彼らが空間的にその情報をマッピングしていることをあきらかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In order to explore social recognition in non-human primates, I have conducted three 
studies. Through those studies, I found that 1) the perceptual system for face 
recognition in chimpanzees is tuned by both initial exposure as well as life-long 
exposure to faces, 2) Rhesus macaques formed cross-modal individual recognition and 
recall visual image of the individual upon hearing its voice, and 3) Chimpanzees 
recognize social rank of familiar individuals and more interestingly they mapped the 
rank information onto social domain.  
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優劣関係など） といった社会環境を認識す
る「社会的認知能力」である。ところが、彼
らが自身の属する社会環境をいかに概念化
し認識するのか、を実証的に詳細に分析した
研究は少なく、大きく立ち後れている。動物
がどのように社会的対象を認知するのかを
詳細に調べ、ヒトの社会的認知能力と比較す
ることが、ヒトの認知能力の進化的基盤を明
らかにする上で必要不可欠である。 
２．研究の目的 
霊長類のさまざまな認知能力は、社会生活を
営む上で発生する諸問題に対処するために
進化してきたとする「社会脳仮説」は広く受
け入れられている。この観点より、ヒトとヒ
ト以外の動物（ 以下、動物） の社会的認知
能力を比較しその異同を明らかにすること
は、ヒトの認知能力の進化的基盤を探る上で
最も重要な作業のひとつである。本研究では、
動物が自身を取り巻く社会環境をどのよう
に知覚、概念化しているのかを明らかにして
いく。 
 
３．研究の方法 
本研究では、チンパンジーを中心的な対象と
し研究をおこなった。とりわけ、彼らの顔知
覚様式、感覚統合的な他個体概念、個体間関
係認知を分析した。 
また手続きには、詳細な分析が可能となるた
めコンピューター課題を中心にもちいた。 
 
４．研究成果 
ヒト以外の霊長類が自身を取り巻く社会環
境をどのように認識しているのかを明らか
にするため、下記の研究をおこなった。 
 
研究 1：チンパンジー(弱齢群：約１１歳、高
齢群：約３０歳)をもちい、視覚的経験が顔
知覚に与える影響を分析した。彼らは、群れ
で生まれ育ち初期経験は同種に強く偏向し
ている一方で、長期的経験は同種は１３頭と
限られているのに対し、ヒトは実験者、飼育
者等、常に増加し続ける。実験の結果、下記
の 3 点が明らかになった。（１）弱齢群は、
ヒト顔よりも同種顔弁別のほうが成績がよ
かったが、高齢群では逆であった。これは、
ヒトの「知覚的狭小化」とよく合致するとと
もに、長期的経験もまた緩やかではあるが顔
知覚を変容させていくことを示唆している。
（２）次に、弱齢群は同種顔に対して強い倒
立効果を示す一方で、高齢群はヒト顔に対し
て強い倒立効果を示した。これは、観察され
た顔知覚の変容が顔の全体処理様式の変容
を反映していることを示唆している。（３）
最後に、顔の左または右半分を反転し作成し
た左、右キメラ顔を刺激に用いた結果、彼ら
の顔知覚が左視野に投影された顔の情報に
より依存していることがわかった。これは、

彼らの顔知覚が脳の右半球の処理に依存し
ているという可能性を示唆している。 
 
研究 2：アカゲザルを対象に彼らが視聴覚情
報を統合した他個体認識をおこなうのかを
分析した。手続きには見本あわせ課題をもち
いた。被験体はまず視覚情報を元に、既知個
体の弁別をおこなうことを訓練された。学習
が完成したのちに、見本刺激（動画）と比較
刺激（写真）の間に遅延時間をはさみこむテ
スト試行を実施した。テスト試行では、見本
刺激と一致する個体の音声あるいは、異なる
個体の音声、または同じ長さの無音が遅延時
間中に呈示された。実験の結果、一致する個
体の音声が呈示された場合に異なる個体の
音声が呈示された場合よりも成績がよい、ま
たは異なる個体の音声が呈示された場合に
は、その個体を選んでしまう誤答がチャンス
レベルよりも有意に高くなることが観察さ
れた。以上より、アカゲザルが視聴覚情報を
統合した他個体表象を形成することが確認
された。 
 
研究 3：直接的に順位弁別を訓練することな
く、彼らが他個体の順位関係認識を分析した。
見本あわせ課題をもちい、群内の既知他個 
体弁別をおこなわせた。その際、選択肢を上
下に配列し、上位個体が上、または下位個体
が上に呈示される条件を用意した。ヒトでは、
順位の高いものを空間的に上に結びつける
表象マッピングが存在する。実験の結果、チ
ンパンジーも上位個体が上に配置されてい
るときに成績が向上した。これは、彼らの他
個体認識がその順位表象を含めたものであ
るだけではなく、彼らが空間的にその情報を
マッピングするということをも意味してい
る。 
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